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近世日本で読まれた《杜甫詩集》について

静永 健
(華誇・九州大学専門研究員 陳事件)

1. 9-10世紀:初渡《杜甫詩集Bの痕跡

日本に《杜甫詩集》が渡来したことが確認される最も古い資料は留学僧

円仁 (794~864) の書籍目録である。彼が開成三年から翌四年 (838~839)

にかけて揚州滞在中に入手した書籍の中に「杜員外集三巻j とある。この

巻子本はもちろん現存しないが、おそらく潤州刺史奨晃(彼の潤州在任は

大暦5~6年頃、即ち770~771) が編集した「杜工部小集六巻」の系統に属

する抄本であった可能性が高い。私たちはその早さに驚くばかりである。

続いて10世紀には日本圃平安時代中期の文人大江維時 (888~963) が撰

した唐詩の摘句集『千載佳匂』に、以下のように六聯の杜甫詩句を見いだ

すことができる。

秦城楼閣鴬花裏、漢主山f可錦繍中。[清明〕

林花着雨燕脂落、水平手牽風翠帯長。[曲江遇雨〕

藍水遠従千澗落、玉山高聖母雨峯寒。[(九日)盛岡橿氏在]

五夜漏繋催暁箭、九天春色酔イ山桃。[早朝大明宮〕

魚吹細浪格歌扇、燕蹴飛花落舞鐙。[城西(殴)泥舟]

敷葉白髪那撒得、百罰深盃品不辞。(陪陽樽賀蘭長史曾柴遊原〕

以上の杜詩句および詩題には、例えば最後の第六句闘の題が今日の通行本

では皆「費量遊園歌Jに作るように、幾つかの著しい異同がある。これらは現

存する《杜甫詩集》の最古の版本である北宋・干‘株の編集したものよりも更
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近世日本で読まれた《社甫詩集))1こついて

に古いテキストに拠った可能性があり、貴重である。この他にも維時の後爾

である大江匡房(l041~1l1l)の言行録である『江談抄』に「注社工部集」

への言及があるなど、平安時代の日本には既に社甫の詩がある程度紹介され

ていたようである。

しかしこの頃の日本における詩人社甫の認知度は低く、数多くの唐詩人の

一人として扱われているに過ぎない。彼の詩歌のみが特別に取り上げられ、

鑑賞されることはなかったのである。また、これらの唐詩に関心を持ってい

た読者層も、平安京に寂住する極めて少数の貴族文人に限られていた。従っ

て、平安時代の日本に伝わった《杜甫詩集》は、その後次第に忘れ去られ、

玉事長本以降の中国の版本との字句異fpJが問題化することもなかった。このこ

とは、閉じく唐抄本が日本に伝来し、今日も多くの写本が残る白居易『白氏

文集』とは全く異なる現象である。即ち、日本に伝来した初期の《杜甫詩劇}

は、平安貴族文化の衰微とともに消え去っていったのである。

2. 14-15世紀:再渡《社甫詩集》と五山禅林

社甫の詩が再び日本で読まれるようになるのは、中国の元朝から明代初期

にかけての頃である。日本の朝代で言えば、鎌倉時代末期から室町時代に当

たる。

この時期、杜甫の詩を読み始めたのは禅僧、取りわけ京都の代表的禅宗寺

院「五山」の僧侶たちである。彼らは中国の詩僧と同様に仏道修行のかたわ

らに詩歌も調詠し、またそのような文会を通じて、一般の文人墨客とも交わ

った。彼らは禅僧としての独特の視点から中国の詩文に関心を持っており、

折りに触れてその解釈を講義したのだが、現在残されているのは、それを傍

聴した弟子たちが書きとどめた口述記録である。虎関師錬 (1278~1346) の

詩文集『済北集』二十巻のうちの第十一巻に収録される『虎関詩話』には、

「受岳陽楼Jr巳上人茅葬Jr別賛上人Jr秋田安府詠懐泰寄鄭監李賓客一百韻J

の四首の杜詩についての解釈が見える。他に江西龍派 (1375~1446) の『杜

詩続翠抄』、雪嶺永逝 (1447~1537) の『社詩抄』などが現存している。
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近世岡本で読まれた((杜甫詩集))1こついて

またこの時期には、中国の社詩注釈書(元版)の覆刻も行われた。奈良・

天理図書館所蔵『集千家註社工部詩集~ (詩集二十巻・文集二巻)は、宋末

元初の文人劉辰翁の集註批点本を元の高崇蘭が編集したものを精確に覆刻し

たものである。

しかし、これらの((杜甫詩集》も、まだ完全には日本の文化の中に渉透し、

熟読されるには至らなかったと恩われる。この当時の禅僧(特に京都の代表

的寺院の僧侶、これを五山僧左いう)が最も耽読した中国の詩歌は蘇東壊、

そして黄山谷である。彼らが杜甫への関心を喚ぴ起こしたのは、前代の平安

文人の読書とは全く関係なく、彼らが尊んだ宋詩人たちの言説を通して改め

て再発見したものであった。

しかも、この五山を中心に展開された禅林文化は、 15世紀後半に相次いだ

京都を含む兵乱(応仁の乱1467~1477等)によって急速に減退してゆく。そ

して、その中で読まれていた再渡((杜甫詩集》も、やはり人々の記憶から瞬

く聞に掻き消されていったのである。

ちなみに、この時代の特徴的な杜甫受容の一つに絵画(画賛)がある。 日

本の遺明使船で中国に渡り、寧波を中心に中国江南の画風を学んだ雪舟等楊

(1420~1506) の作品中に「社甫騎瞳図」という画題がある。もとよりこの

画題は雪舟のZ蛸 uではなく、当時明代の中国において盛んに描かれていたも

のであるのだが、この画題はその後17世紀以降の日本では殆ど揃かれること

が無かった。あるいは、この雪舟の画などを粉本として一部の好事家によっ

て描かれても、その画中の人物が詩人社甫であると認識されることは無かっ

たのである(l)私はここにも、日本の杜詩受容史における看過できない断層

を認めたいと思う。過去の日本において、詩人社甫は“二度"忘れ去られた

のである。

3. 17-18世紀:三渡《杜甫詩集》と明代古文辞派の詩学

日本で本格的に杜甫詩が読まれるのは17世紀以降の江戸時代である。そし

て、それは前代の平安抄本からでも、室町の五山版からのものでもなく、明
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近世日本で読まれた《社甫詩集))1こついて

万暦期に福建で刻された小さな一選集から始まったものであった。

郁侍(字夢弼)撰、明万暦十六年(1588)陳学楽(字以成)序刊『杜律集

解』六巻は、五言律詩388首(四巻)と七言律詩135首(二巻)とで構成され

た極めて簡略な小選集である。この原刻本は現在の中国では殆ど残されてい

ない。しかし、この小冊は日本に伝来され、まず京都の書蜂風月宗智が訓読

(和訓)を施して出版(1643年・日;本寛永20年)されるやいなや、一気に流

行し、その後約半世紀に渉って多くの覆刻本および各種の増訂本が出された

のである。今、私が日本各地の図書館に所蔵される『杜律集解』を調査した

ところ、少なくとも以下の十数種の版本が確認された。

(0)明刊本日日明万暦16年刊本 国立公文書館・国会図書館所蔵

*牟牟キ羽生*牟キキキ*牟キキキ*牟キキ**牟キキ*本*牢キ*本*牢**本*牢宇***牢宇***牢宇***牢宇****牢***キ牢***キ

(1)寛永20年 (1643)京都 z 風月宗智刊本

東洋文庫・国会・東北大・九州大等

(2)万治2年 (1659)京都・丸屋荘三郎刊本 二松学舎大等

Aほかに万治3年刊本圃田中庄兵衛覆車tl本などもある。

(3)万治2年 (1659)京都圏前川I茂右衛門刊本 九州大

(4)寛文5年 (1665)上村次郎右衛門刊本(小本) 九州大

(5)寛文5年 (1665)書感不明。書名『杜律集解大全Jl12巻

立命館大

(6)寛文10年 (1670)丸屋荘三郎刊本(話頭注本) 東北大等

...ほかに前川茂右衛門刊本(種頭注本)もある。 九州大

(7)寛文13年 (1673)油屋市郎右衛門刊本 滋賀大・東北大等

(8)天和3年(1683)書緒不明(芳訓本) 宵城県立図書館

(9)貞享2年 (1685)井上忠兵衛刊本(新版改lE...)

Aほかに書籍無記名本もある。 国会・九州大等

(10)貞享3年 (1686)京都西村市郎兵衛・江戸西村半共働刊本

二松学舎大等
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近世日本で読まれた((杜甫詩集))1こついて

(11)元禄7年 (1694)西村市郎右衛門刊本(音註・)

(12)元禄9年 (1696)美濃屋彦兵衛刊本(篭頭増虞ー)

...w社律集解詳説』無刊記(和司11本)

広島大

各地多数

九州大

このように17世紀後半に爆発的に起こった杜詩熱は、いったい何処から起

こったものであろうか?これは明らかに明代後半期の中国詩学、即ち李拳龍

(1514~1570) や王世貞 (1526~1590) ら後七子たちが提唱した古文辞派の

言説に基づくものであろう。いや、最初に明刊『杜律集解』を手に取った京

都の書底主たちは、その背景にある明代詩学をいまだ十分には阻暢していな

かったかもしれない。しかし部侍『社律集解』の功績は、その簡便な注釈態

度にある。宋冗時代に蓄積された膨大かっ繁雑な古注釈の一掃一一ーとれは

明らかに古文辞派の考え方に則したものである。また、そこに選び取られた

作品が、初学者にも理解しやすい律詩のみが選ばれていることも流行の大き

な一因であろう。そしてそれが厚くもなく薄くもない6巻という分量で印刷

されたことが、新しい時代の新しい読者(貴族でもなく、僧侶・文人でもな

く、中 F級の土入、そして更には一般庶民)を獲得する上で、決定的な要因

となったのである。

なお、この当時の日本人は、中国語は解さないが、『論語』や『史記』な

どの古文は読み解くことができた。訓読の文化が広く定着したからである。

従って、杜甫の詩を読むに当たっても、和訓さえ付されていれば、宋代の膨

大な注釈(出典や用例を市し、訓詰を確定する注釈)は不必要であったe も

ちろん、一部の専門家たちを除いて。

従って、後世の中国では殆ど顧みられることの無いとの通俗的な関本が、

却って日本の一般読者には、まことに合適な入門書となり得たのである。

もう一つ、この『杜律集解』が流行した背景を考えておきたい。それは「科

挙Jの不存在である。中国において、かくも膨大で多種多様な社詩注釈書が

編集されたのは、科挙受験生の参考書としての役割が大きい。しかし、結局

日本に科挙は導入され無かった。そのため、宋元時代の百家を超える杜詩注
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釈のそれぞれを、日本人は熟読する必要は無かったのである。やがて明代に

至り、万暦以降の中国庶民文化拡大の中で「科挙j とは闘係が希薄な一般子

女のための幼学書的な古文学習書が生まれた時、それは日本人にも大いに歓

迎されるところとなったのである。

ちなみに18世紀以降も杜甫詩は読み続けられた。上記『杜律集解』の版淘j

が17世紀末で終わっているのは、それ以降、 『集解』に代わる新たな書物が

歓迎されたためである。 即ち、やはり明代の通俗書に数えられる李拳龍撰『唐

詩選』である。この一書の日本での盛行は今日まで続いており、日本通の皆

さんならば周知のことだと思うのでここでは述べない。

* 

日本近世の文化形成の中で、さまざまに強い影響を与えたのが明代の文化

である。『社律集解』の流行がその第ーの潮流であったが、その後、日本で

は吏に独自の杜詩選集が編集されるようになる。日本正徳四年 (1714)度会

末茂撰『社律評議』ニ巻という極めて面白い A 書がある。京都の書感套文堂

瀬尾源兵衛が出版。この書物は社甫の七言律詩133首を選び、その各詩に関

連する評釈を集成したものである。引用されているのは『議杢律髄』、『石

林詩話』、『詩薮』、『義苑后言』、『氷J11詩式』など宋明の詩話や筆記類であ

る。当時のH本にはこれらの随筆類も伝来しており、その幾つかは岡本でも

覆刻されている。度会末茂はそれらを丹念に読破し、このような評釈を独自

に編集したのである。

またこの一年前、正徳三年 (1713)同じく京都の書庫白松堂唐本屋佐兵衛

が出版した書物に『杜律詩話』二巻がある。著者は滑初の大儒陳廷敬 (1639

~1712) で、門人林倍が編集。核書の興味深い点は中国ではこのように単行

化して出版されなかったことである。陳の全集『午亭文編』五O巻の末尾二

巻(第49-50巻)から該書を独立させ、これに和訓を施したのは、京都の市

井の文人松岡玄達 (1672-1746)であった。しかも『午亭文輝』五O巻の出
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版は康照47年 (1708)。それが何時長崎に舶来したのかが不明であるが、僅

か五年の後に異国の読者を得ているとは廷敬自身予想だにしなかったことで

あろう。松岡玄達は京都に住む医者であるという。しかし、かくも高い関心

を得たのは、やはり『社律集解』の流行が然らしめた結呆であるだろうJU
この他にも幾つかの《社甫詩集》和刻本がこれに前後して出版されている

が、ここでは省略する。ただし特記しておきたいのは、この当時、既に中国

では社甫詩注の集大成とも言える仇兆書官『杜詩詳注』一五巻(1714年刊)や

浦起龍『読杜心解』六巻(1725年刊)が完成されようとしていたが、これら

大全集に対して日本の事障は全く関心を示さず、以後も覆刻を試みようとし

ていないことである。もちろんこれらの全集原本も中国で出版されると間も

なく日本に舶来していた。しかし、とれらは 部の専家や有力な大名家が購

入するのみであり、その部数は輸入書の部数のみでまかなえたのであろう。

やがて19世紀。こんどは乾隆帝の侍読であった沈徳潜 (1673~1769)の『杜

詩偶評』四巻が和刻される(原刊は乾隆12年1747序刊)。第一次覆刻は享和

三年 (1803)江戸幕府の官学である昌平餐で出版(更にその再覆刻も多数存

在する)。また紀年が判明する第二次覆刻は文化六年(1809)江戸の千鍾房

須原屋茂兵衛刊。第三次は文政六年(1823)江戸の堀野屋儀助、岡問屋嘉七

の共同出版。そして明治に至り、書名を『杜詩評紗』と改め費量頭注を付けた

ものが、京都文求堂田中治兵衛から出版されている(明治30年1897)。この

沈徳潜の評釈本は、和刻本においても和訓が追加されていなし、。日本の漢文

読解j)が向上し、和郡l点の無いものでも堂々と出版されるようになったので

ある。

かくして日本における社詩は、明滑詩学の助力によって、中国の代表的な

古典のーっとして認知されるところとなったのである。

4.結語:近代文義と《杜甫詩集》

以上、日本における《杜甫詩集》閲読の歴史を概述した。最後に明治維新

(1868)以降の杜詩受容についても触れておこう。
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近世日本で読まれた((社甫詩集))1こついて

近代日本において、《杜甫詩集》はもはや確固たる地位を占めるに至り、

更にさまざまな評釈や概説書が生み出されたが、その出版された書物を眺め

てみると、実に多種多様な専門家が参加していることに気がつく。近代詩の

詩人(島崎藤村1872~1943) や小説家(堀達雄1904~1953) 、画家(小杉放

庵1881~1964) 、和歌の歌人(土岐善麿1885~1980) 、そして英文学者(鷲藤

勇1887-1982)、法文学者(桑原武夫1904-1988)、独文学者(阿木繁1907-

]995)など西洋文学の専家にも社甫についての専論や重要な著作が見られ

る。間近代日本において杜甫は、西洋文学を理解する上でも重要な役割を

呆たしたと言えるのだが、このような多種多様な読者を獲得し、彼らに多く

の刺載を与えることができたのも、明清の詩学において杜甫詩がさまざまに

論評されてきたことに淵源があると言える。明滑詩学の成果は、社詩を媒介

として、東洋における近代文勢の理解にも重要な意義を有していたのである。

そして、近代日本の中国文学明究は、社甫を畢生の研究対象とした古川幸次

郎 (1904-1980)によって、その方式が確立された。その後の日本の中国文

学研究のについては、もはや改めて紹介するまでもない。

注

(1) ちなみにこの「杜甫騎櫨図」が日本に定着しなかった背景には、特別

な理由もある。古来、日本には家畜として灘馬を飼育する習慣が無く、

蹴鳴が存在しなかった。彼らが臨時を描くことは著しく困難だったので

ある。

日本において紅戸時代まで瞳馬を飼う習慣が無かったことは、宮崎安

貞『農業全書』に述べられている(加茂儀ー『家畜文化史』改造社、

1937年参照)。

(2) なお『社律詩話』巻頭には伊藤東涯(1670~1736)による序文が見え

る。我が国の《杜甫詩集》関読史を概観する本文もこれを大いに参考に

した。
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伊藤東涯『杜律詩話序』

本朝延天以還、薦紳言詩者、多模自縛、戸誠人習、戸而祝之。降及建元

之後、叢林之徒、兄玉堂而弟強章、治之殆知治経、解注之繁、幾光棟字。

今也承平百年、文運歪閣、社詩始様子世失。鳴呼、白之穏賞、蘇之宮勝、

黄之奇巧、要亦非可療者也。然校之杜、則偏覇手段、不可謂之集大成九

然則詩道之於今日、亦回I謂漸子正敗。書舗刊『杜律詩話J、請序a 此清

宇目園午亭陳廷敬所著、其書雄略、亦足以補越lls之閥、矯序。

(正徳奨巳孟夏)

本朝延天(延喜・天暦すなわち第60代醍醐天皇・第62代村上天皇の御世)
いえいえ

以還、藤紳の詩を言ふ者、多く自縛(白楽天)を模し、戸に諦し人びと

習ひ、戸し之を祝せるがごとし。降りて建元の後(元弘・建武すなわち

南北朝から室町時代にかけて)に及び、叢林の徒(禅僧)、宝堂(蘇東

披)を兄とし議章(黄山谷)を弟とし、之を袷むこと殆ど経を治むるが
ちか お栂ひら

如し、解注の繁、棟宇に充てるに幾し。今や承平百年、文運亙ひに聞け、

杜詩は始めて世に感なり失。鳴呼、自の穏実、蘇の富婚、黄の奇巧l土、
かなら

主要ずや亦た廃すべき者に非ざるも、然るに之を杜に校ぶれぽ、則ち偏覇
〈ら

の手段、之を集大成と謂ふべからざらんや突。然れば則ち詩道の今日に

於けるや、亦た正(正統)に漸すと謂ふべき晶、。書舗『杜律詩話』を刊

し、序を請ふ。此れ滑の相国 午亭の陳廷敬が著せる所、其の書は略な

りと錐も、亦た以て越(越次公)部(部樽)の闘を補ふに足れり、序を

為す。 正徳発巳年1713、孟夏

(3) 近代日本の杜甫に関する著作については、静永が『杜甫大辞典j(中

国・山東教育出版社、 2009年)のために執筆した「日本における社甫研

究主要専著および研究者解題J(日本『中唐文学会報』第11号、 2004年)

および同「補遺J(W中唐文学会報』第12号、 2005年)を参照。

I付記1この文章は2010年12月13日香港中文大学で開催された「明滑研究的

前景国際学術研討会」に静永が招待されて報告したものである。このような
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機会を与えて下さった張健教授をはじめ香港中文大学中文系の皆さんにあっ

く御礼を申し上げます。なお以下に陳耕研究員による中国語訳文も併録する。
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近世日本紳士甫詩集》開講史考

静永 健
(華言畢・九州大学専門研究員 陳琳)

1. 9-10世紀:((杜甫詩集》初縛日本之痕跡

現存 4社甫詩集》惇入日本最原始的資料記録入唐留率{首園仁 (794-864)

留下的(仇唐新求聖教目掛〉之中。(以唐新求聖教団鋭}是圃仁於開成三年(お8)

至開成四年 (839)在揚州所牧集的書籍目録，其中包括了一個二巻本的《社

員外集》。蛍然，道個巻子本現巳不再存世，但我伺還是可以大致推測出道是

潤州車l史奨晃(大約於大暦5王朝日年左右在潤州任，即770-771年)所編六轡本

《社工部小集》的特抄系統本。也就是説，在奨晃編成付土工部小集》僅僅六

十年之後，其縛抄本就巴経被停入了日;本，惇播速度之迅速，不能不令人嘆震

観止!

在闘仁之後，我例則可以在十世紀日本平安時代的貴族文人大江維時

(888-963)編撰的唐詩佳句集《千載佳匂》中捻習j杜詩侍入日本的確繋鐙援。

《千載佳匂》ー共牧入了六聯的杜甫佳句，全文京日下'

事域楼閣鴛花裏，漠主山河錦織中。 〔清明〕

林花着雨燕脂落，水肴牽風車帯長。 〈曲5エ遇雨〕

藍水遠従十剥落，玉山高封雨皐寒。 c (九日)藍田盛氏荘〕

五夜漏捧催理亀帯，九天春色辞仙桃。 〔早朝大明宮〉

車吹翻浪謡歌扇 a 燕蹴飛花落券集。 〔城西(陵)え舟〕

教童白髪那拠得a 百罰深盃也不鮮。 〔陪陽停官簡長史骨巣遊原〕

通過奥現存各種社集的封校，可知以上詩文及詩題均存在着ー些比較明瀬
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的文字異同，例如第六句之《陪陽惇賀蘭長史舎業遊原)).今日通行本作((業

遊園歌》。従時間来看，大江維時編撰《千載佳匂》時所使用杜詩底本磨君主早

於現存最早的北宋主沫編集本，因此，其所録杜甫詩句雑然只有六品iJ，位文献

償僅御不容忽視。此外，再精後一黒占，大江維時的後育大江区房 (1041-1111)

還在其言行語録《江談抄》中提到了一部《注社工部集》。由此可以看出，在

日本的平安時代，杜詩己経的確有了一定範囲的停播。

然而，我例也不得不承認，社甫在日本平安時期的貴族文人之中的知名度

並不高，最多不過只能算是矯敷衆多的唐代詩人中的一位而己。他的詩歌也還

波有被平安貴族文人予以特別地賛賞推崇。本来在嘗時日;本能鈎有能力且有興

趣去庚夜開讃大量唐詩的貴族文人就極矯有限，困此《杜甫詩集》的樽播範囲

目撃該也不舎超出平安宮廷貴族的遺 文化小沙龍的圏子。

男外，従現有史料来看，可知随着時間的推移. ((社甫詩集》不但波有進

一歩繍大影響，反而逐漸淡出了平安文人的視野，徹底失去了讃者。在建鐘衆

多的平安史料之1:1:1，波有留下談及用平安古抄本奥北宋王者長以後諸刊本進行聖母

校出J任何文字記載，道就是護明平安中後期文人基本渡有関心過社詩的最好議

接。遣種冷漠的受容態度奥白居:易的《白氏文集》恰好相反，可以説是遣雨部

文集正好可以被看作是東亜漢籍惇播中的載然不問的両個典型。

由此可知，随着平安貴族文化的表退，最早惇入日本的《杜甫詩集》也逐漸

退出了歴史的舞華。社甫的詩文，宛如神龍一現，就又立即消失得無影無線了。

2. 14-15世紀:((.杜甫詩集》之日本再縛輿五IIJ禅林

杜甫的詩文再次出現在日本文人的視野之中，要後推到中国的克末明初，

也就是日本的鎌倉末期興室町時代。

在遣時期，杜甫詩歌最初開始流行於些禅僧，特別是代表了京都禅林

寺院的五山僧侶之問。奥中園大陸的詩僧一様，五山僧侶例在僻道修行的同時

也熱哀於菰詠漢詩，通過各種“文曾"奥浦林之外的文人貴族進行詩歌唱和，

具有非常高的文皐欣賞水平。在享受杜詩的同時，他{門往往還後種澗僧所濁

具有的視角来嘗試聖母社甫詩文進行詮緯奥講義。遣些社詩講義中的一部分随後
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被弟子整理成書，流停至今。其中比較著名的有II商龍派 (1375-1446)的《社

詩績翠抄》、雪嶺永嘩(1447-1537)((杜詩抄》等等。比外，封於杜詩的議論

還散見子輝僧イ判的各類文集之中，如虎閥師錬 (1278-1346)的詩文集《済北

集》二十巻之第十一巻中i投入的封《普岳陽棲))((巳上人茅斎>H侶リ賛上人))((秋

日要府詠協奉寄鄭監李賓客一百韻》凶首詩的婆注。

也就是在道一時期， 日;本本土開始劉中国大陸所樽杜詩雪量注本進行覆刻。

現存奈良天理圃書館《集千家注社仁部時集))(詩集二十巻/文集一巻)，可以

確認矯元時高崇蘭所編纂的宋末元初文人劉辰翁集注批黙本之忠賓的覆刻本。

但蜜管社詩以及《杜甫詩集》的惇椿巴経有了一定的規模，但我f門還是有必要

認識主計U.道一時期聖母杜詩侃然設有像白居易詩文一様被吸牧融入到目本文化之

中。其賞，即使是在五IIJ鵡僧之中，最受歎迎的還是蘇東坂輿葉山谷，而非杜

甫。而且我例還必須進一歩清楚地認識到，此一時期封杜甫詩的関心並非源於

杜甫詩歌木身的魅力，亦奥之前平安文人封杜詩享受無甚闘聯，只是五山禅林

宋詩崇奔的一個間接的産物。説明白ー貼，五山禅林聖母杜甫詩歌的認識不外是

建立在是蘇黄等宋代大詩人望号杜詩的評論之上，属於一種愛屋及烏的現象。且

以五山矯中心的縄林文化本身也井波有延績多久， $lJ了卜五世紀後半期，因矯

連綿不断的戟蹴(諸費目1467-1477年的感仁之侃)，其文化也迅速走向衰退，不

久就退出了歴史舞華。同時，由五山禅僧所停来的《杜甫詩集))，品再次淡肘

了人例的関讃視野。

男外，道一時期的社詩享受選有一個非常濁特的地方，就是社甫形象曾一

度出現在了日本給費(費賛)之中。奥日本遺明使ー起入明，繕承了以寧波震

中心的大陸江南一帯童風的雪舟等楊 (1420-1506)的作品目録中有一幅題矯

《社甫騎櫨圃》的槍査。道種以社甫騎櫨矯題材的給量不可能完全出於雪舟的

濁創，慮該是封大陸紅南緯童的一個継承。不過，従現有史料来看，遣個童題

在十七世紀以後的日本文人槍宣之中基本渡有得到因襲。首然，雪舟的這幅壷

某後並不乏有好事者予以模擬，但有趣的是，道些模傍之人御基本上都浸有終

査中之人奥社甫聯繋起来α 由此也可以看出，五山文化退潮之後社甫知名度在

日本文化階層中基本降到了涼黙，幾可戯稀之望書日;本社詩受容的第二個的涼凍
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期。社甫有幸雨次進入日本的主流文化z 但不幸的是雨次都波能逃脱被遺忘的

悲劇命運。

再附言ーも'1， ((社甫騎趨岡》之所以設有能劾在日本札下根来，様有可能

選奥ー些看似奥文化棒機本身無関的外在因素有着比較密切的聯繋。日本自古

以来就波有飼養趨馬的習慣，因此日;本本土文人基本上波有見過趨馬的貿際形

象，也就談不上特其演書華僑緒重的一個主要題材了。

3. 17-18世紀:((杜甫詩集》之第三次樽入日本興明代古文鱗派的詩拳

可以説，直劃j十七世紀以後的江戸時代，キ上詩在日本才真正地得到庚主主的

関讃奥受容。不過出入意外的是，宜接導致社詩大流行的，不是平安時期的古

抄本，也不是室町時期的五山版本，寛然是明高暦年閑刊刻於福建的 部不起

眼的社詩通俗選本!

部得(字夢弼)撰，明高暦十六年(1588)陳挙集(字以成)序刊六巻本

《杜樟集解))，是一部由388首五言律詩(四巻)奥135首七言律詩(二容)構

成的杜詩選集，註軍事極鋳簡潔，在中園大陸現在日経基本上技不到此書的原刻

本了。然而，正是遣部分量不重的小書，被京都書感風月宗智加以訓讃(和書11)

出版 (1643年・日;本寛永20年)之後，如煉原之火，立RP成矯了省時的一大暢

鎗書。在此後的半個世紀之中，又不断有各種覆刻本以及増言T本間位。以下是

我望号日本各個機関聞書館所調査的《杜律集解》的部分版本目録，附於下，以

供大家参考回

(0) 困月刊本 ・ ・明義暦16年刊本 圃SL公文書官官・鴎会副書館所蔵

***事****事****事****事****事****事***キホ***キホ***牢ホ***牢ホ***牢ホ***牢本***牢本***牢

(1)寛永20年 (1643)京都・風月宗智刊本

東洋文庫・園会・東北大・九州大等

(2 )高治 2年 (1659)京都・丸屋益三郎刊本 二松畢舎大等

A耳有高治 3年刊本，田中庄兵衛覆刻本。

(3 )高治 2年 (1659)京都・前)11if.右衛門刊本 九州大
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(4 )定文5年 (1665)上村次部右衛門刊本(小本) 九州大

(5 )寛文5年 (1665) 書井不明。書名《社律集解大会}12事

立命館大

(6 )寛文10年 (1670)丸屋義三時刊本(輩頭注本) 東北大等

d色男有前)IJ;寵右衛門刊本(寵頭注本)。 九州大

(7)寛文13年 (1673) i!古屋市部本衛門刊本 滋賀大・東北大等

(8 )天和3年 (1683)書砕不明(章割l本) 宮城略立蘭書館

(9 )員事2年 (1685) 井上忠兵衛刊本(新版改正…)現金・九州大等

...耳有害砕無記名本。

(10) 貞享3年 (1686)京都西村市郎兵衛・江戸西村半兵衛予l本

ニ松畢舎大等

(11) 元禄7年(1694)西村市路右衛門刊本(骨註 ) 

(12) 元禄9年 (1696)美寝屋産兵衛刊本(篭頭増積..) 

企《社律集解詳説》無刊記(和割l本)

庚島大

各地多数

九州大

那度身矯{何日本ト七世紀後半期中土詩能風廓整個江戸時'e?我想，其最根本

原因遺足要締其録瀕到j明代後期中国詩皐思想的姐襲警，即以李馨龍(151企1570)、

王位貞 (1526-1590)等矯代表所提イ目的古文僻派思想的流行。直前ー最初看習j

明版《杜律集解》的京都書感宿主並波有過分在意~J道部書的詩皐背景，但部

縛在編撰此書時，一掃宋元時代積累下来的繁雑而難信的膏注，遣明額就是在

古文辞派思想影響之下而形成的一種新的文事観。在道部小書之中，部得有意

選取了一大批初皐者比較容易理解的律詩並附以簡単的詮軍事，使得其易樹子讃。

更重要的是，道一時代的日本人雄然不憧中園語，但訓讃文化的確立，己経逐

漸使得一般的市民階層也己経開始能鈎讃憧諾如《論語))((史記》遣類経典的

古文作品，漢籍的需求市場(道一時期的書籍十a要受容階層，不是貴族，亦非

僧侶，巴経嬢大到了中下階層的土人以及一般的庶民)得到了明瀬的績大。在

日本出版的社甫詩集之中，也選無例外的被附上了和却し也正是矯了迎合遣

嵐大積者群種的需要。而《社律集解))六巻木遣種不多不少的分量，慣廉物美，
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又正暗合了普通讃者層的債格要求!也就是説，主E呆不是専門或特別愛好杜詩

的事者，巴経失去了究調数量繁多的宋元古注(出典、語例以及司iI討)之必要

了。一般的讃者，完全可以通過簡単的和訓来費社甫的詩歌進行自由的享受。

要之，道部在中国大陸基本上波有引起多大反響的関本社詩集，之所以能在日

本成矯風騨一時的一大暢鈴書。乃是因震被加上了簡軍的和訓符続的《社律集

解》覆刻本，正程上了十七世紀後期日本的道一時期文化樽型的時代潮流。因

鶏《社律集解》的流行，杜甫也因此一躍鋳遺一時期的一個文化偶像，終於在

日本知識階層中得費j了一定的地位。

男外， ((杜甫詩集》舎在中国奥日本塁現出如此不問的受容面貌，選有一

個重要原因就是奥日本設有寅行科皐制度不無関聯。中園之所以舎編撰出量日此

数量繁多的社詩筆注，其中銀大的 部俊是被営作科奉土人的参考書。而在日

本，科塁審制度本身並不存在， 日本人也就完全波有必要封宋元時代超過百家之

多的社詩筆注予以関心，悶此難憧的杜詩也就彼難在日;本得主主j流行。直到明代

寓暦之後，在中間大陸庶民文化得到進一歩披張的文化背景之1:1:1，開始出現了

一批直接奥科柴考試本身波有多大聯繋，鋳一般庶民家庭之幼愚見意的古文皐

習課本，而遣些通俗易憧的古文讃本也迅速地侍入了日本得以流行。和刻本《社

律集解》在日本的濫鎗奥這一時代東亜漢文化圏的大背景亦有密切的聯繋。

然而，有花開就有花落，雄然相:詩在十八世紀以後依奮受到日本護者的歌

迎，但《杜律集解》之出版風潮御在十七世紀末落下了惟幕，道是因矯李撃龍

《唐詩選》的縛入日本，一揚成矯日本関頭唐詩時最槙威的選本。《唐詩選》

霊訪日本近世影響之深遠己是一個衆人周知的事賞了，相関研究甚多，於此就不

再賛言了。

明代文化封於日本近世文化的形成産生過巨大的影響。本文所提9ilJ的《社

律集解》只不過是其第一波浪潮的肇端。沿襲着遣股潮流日:本之後遺相継出現

了不少本 t編撰的杜詩選本。日本E徳四年 (1714)度曾末茂撰《杜律評叢》

三巻就是其中最有特色的一本。道部書是由京都書爆奪文堂瀬尾草原兵衛出版殺

行，選人了133首杜甫的七言律詩以及相闘匿評，大量r引用了《誠査律髄》

《希林詩話))((詩薮))((華苑后言))((涼川詩式》等宋明詩話筆記中的記載。由

16 



近世日本で読まれた((杜甫詩集))1こついて

此可知嘗時日本還停入了大量的宋明随筆書籍，其中一部分還被日本書障予以

了覆刻。度舎末茂聖母以遺些随筆書籍予以了通讃，腫集其中有闘社詩的評論，

従而編撰出遺部濁具特色的《杜律評議》。

此外，在《杜律評叢》刊~ti的一年之前，京都書籍白松蛍唐本属佐兵衛選

出版了一部三谷本的 (c村:律詩話))0 ((.社律詩話))的作者矯清初大儒陳廷敬 (1639-

1712) ，由其門人林桔最終匿線而成。非常有趣的是，道部書在中園大陸並浪

有被単行版刻。日本出版的《杜律詩話))，是京都市井文人松岡玄達 (1672-

1746)持陳廷敬全集《午亭文編》五十巻之該営部分之最末二巻抽出加問問11

編纂而成的。《午亭文編))flj刻於清康熊47年 (1708)，現在選不清楚道部書籍

是何時被舶i副長崎的。但此書在出版之短短五年之後就巳経受ヨヨj了目本文人的

嘱目，佑計遺是陳廷敬本人不曾想到過的日巴!還要強調官占的是，松岡玄遥並

非専業文人，其本職乃是留生，他従《午亭文編》格《杜律詩話》抽出編輯成

和刻木，道無疑是詮明道一時代社詩流行之庚、影響之深遠的最好的一則程例。

此外，在道一時期日本選先後出版了好幾部和実IJ ((杜甫詩集))，此慮就不

再一一枚来。但要号|起我例注意的是，此時中園大陸巳経出版了被審矯社甫詩

注集大成的仇兆兼二卜五巻本《ヰ土詩詳注))(1714年刊)及浦起龍六巻本《讃杜

心解))(1725年刊)，然而日本的書長者繍掛這南部大著波有穎示出任何興趣、道南

部詩集最終也技能在日本得到翻刻刊行。嘗然，我イ門不杏認道雨部書籍在中園

大陸出版不久之後就己経舶至日本，但是其惇播範囲極矯狭窄，敷量也禄鋳有

限，只限流縛於一部分有名的蔵書家以及撃者之中。

十九世紀初，乾隆帝之侍讃沈徳潜 (1673~1769) 所編撰的凶傘本《杜詩

偶評》被覆刻成了和刻本(底本矯乾隆十二/1747年序本)。第一次覆刻於享和

三年 (1803)，由江戸幕府之官事昌平曇刻版刊行(此後又出現了不少此本之

再覆刻本)。第二次覆刻於文化六年(1809)，由江戸千鍾房須原屋茂兵衛刊行.

第三次覆刻於文政六年(1823)，由江戸的堀野鼠儀助奥岡田屋嘉七共同出版。

直到j明治時期，道部書還被改名矯《社詩評紗》附上語頭注被京都文求堂田中

治兵衛再次刊;!AJJ(明治30年/1897)。輿以往的和爽ti((杜詩詩集》不 A様，沈徳

潜編撰的遣部《社詩偶評》並波有被附加上和訓。由比可以看出此時岡本人的
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漢文讃解水平巳程遠到了一個非常高的水準了，即使是中低階層的知識分子，

血不用借助和司iI来閲讃欣賞杜詩了。

如上所述，日本的社詩惇播，一波三折，最終還是借助了明滑詩準思想

之滋筋，才終於在日本確立了其作矯中国古典文喜善之代表的経典地位。

4.結語:近代文義奥((社甫詩集》

上文樹日本社甫受容及関讃史倣了一個簡単的概括奥同顔。最後，譲我再

来談談明治維新 (1868)以後日:本近代知識分子聖母杜詩受容的情況。

時至近代日本，可以説杜詩巳経イ占接了東亜漢文皐祭頭之経典地位，因此

有闘杜詩的各種評注以及概説的書籍還不断地在日本被刊刻出版，参奥道項活

動的知識分子也覆蓋了各個層面。如近代詩詩人之島崎藤村 (1872~1943) 、

小説家之堀達雄C1904~1953) 、童家之小杉放庵(1881~l宮64) 、和歌歌人

之土岐善麿(1885-1980)等，都留下了不少有閥杜詩的論著。甚至逮省時的

ー些著名的西洋文拳大家，如英文拳之宮野藤勇 (1887-1982)、法文撃者之桑

原武夫(1904~1988) 、独文皐者之田木繁 (1907~1995) 亦都渉及到了之ー

領域。可以看出，近代日本之社詩，在宵助日本知識分子理解，審視西洋文事

這異文化接受的方面也竣揮出了巨大的作用。或許正因主日此，即彼是在西風東

漸的明治時期，杜詩在日本還是擁有着一大批忠寅的護者。

衆而言之，在明治時期，社詩己経不再是純梓的唐詩，而是被看成長喜明滑

詩皐之集大成的一個重要象徴。借助封社詩的論評，明清詩皐之精華也得到了

進一歩深化惇播，封日本近代知識分子事術思想的形成以及文書事創作具有不可

忽視的重要意義。正是在這種皐術恩潮的影響下，以畢生研究杜詩矯大任的吉

J 11幸次郎 (1904-1980)，関創了日本的中園文撃事科，也確立丁目本研究中国

文皐濁自的拳術侍承。封於遣一問題，請允許我撰別稿予以詳談。

参考:伊藤東涯 (1670~1736) (i社律詩話序》

本朝延天以還，薦紳言詩者，多模自得，戸輔人習，戸而祝之。降及建元之

後，叢林之徒，兄玉堂而弟議章，治之殆如治経，解注之繁，幾充棟宇。今也
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承平百年，文運歪凪社詩始盛子世突。鳴呼，白之穏賓，蘇之富燐，黄之奇

巧，要亦非可療者也。然校之社，貝IJ偏覇手段，不可謂之集大成突。然則詩道

之於今日，亦可謂漸子正敷。書舗刊《社律詩話))，請序。此滑相関午亭陳廷

敬所著，其書雄略，亦足以補越郁之関，矯序。(正徳葵巳1713孟夏)
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